
LESSON 07

第07回 情報プレゼンテーション演習

声と役割で、主張を届ける

抑揚・間・視線・担当交代・質疑

山梨大学 教育学部 稲垣 俊介



ROLE 制作
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役割は、30分プレゼンの⾻格に合わせる
5つの内容担当｜同じ人が複数を兼任してよい

□ 問い・状況

何を決める問題
か、誰が影響を
受けるか
前提は何か

□ 主張・根拠

自班の結論
一次資料・公的
資料、データで
支える

□ 相手の理由

なぜ相手はそう
考えるか
弱くせず
公平に説明する

□ 条件・限界

どの条件なら
成立するか
どこまでは
言えないか

□ 最終判断

全体をつなぐ
最終的な主張
聴衆に何を判
断してほしいか

→ → → →

役割は「発表順」ではなく、「責任を持って説明する範囲」を決めるもの。

3人班は兼任で構いません。自分が作成したスライドは、原則として自分で説明します。



Q&A ROLE 制作
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質疑には、2つの役割を置く
「質問する人」と「質問を受けて振る人」は、別の役割です

□ 相手班へ質問する

主張・根拠・条件を
より明確にするための「1問」をつくる。
揚げ足取りや勝敗が目的ではない。

□ 質疑を受けて担当者へ振る

質問の内容を確認し、
そのスライド・論点を作った人へ回答を振る。
必要なら最後に班の結論へ戻す。



VOICE 例
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強調する位置で、聞き⼿が受け取る焦点が変わる
例：同じ一文を4通りに読む

1 「昼休みの開館時間を、延長すべきです」 朝や放課後ではなく「昼休み」

2 「昼休みの開館時間を、延長すべきです」 貸出期間ではなく「開館時間」

3 「昼休みの開館時間を、延長すべきです」 現状維持ではなく「延長」

4 「昼休みの開館時間を、延長すべきです」 選択肢ではなく「必要性」

声は、スライドに書かれていない「焦点」を加える。



CONTRAST 例
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数字を読む／意味を説明する
架空例：学校図書館の利用率 前年42％ → 今年58％（n＝200）

読み上げだけ 説明する

「今年の利用率は
58％です。」

数字は伝わるが、
比較も意味も残らない。

「前年42％から16ポイント増え、
半数を超えました。一方で42％は
まだ利用していません。」

比較 → 変化 → 意味 → 残る課題

数字を言ったら、
「何と比べ、どれだけ変わり、何を意味し、何が残るか」まで説明する。



CONTRAST 例
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スライドを読む／聴衆へ説明する
画面と話者の役割を分ける

スライドを読む

① 画面へ背を向ける

② 全文を同じ速度で読む

③ 聴衆の反応を見ない

④ 画面の順序に従うだけ

聴衆へ説明

① 要点で聴衆を見る

② 画面にない関係を補う

③ 重要箇所を指し示す

④ 問いの後に間を置く



TRANSITION 例

Shunsuke Inagaki 7

担当交代のつなぎ⾔葉
話者が変わっても、論理を切らない

前を受ける

「ここまでの状況を受けて、次に根拠
を示します」

役割を示す

「ここからは、相手側の最も強い理由
を扱います」

問いを渡す

「この条件でも主張は成り立つのか、
次の担当が検討します」

結論へ戻す

「以上の限界を踏まえ、最終的な主張
へ戻ります」



Q&A 説明
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質問を受けたときの流れ

STEP 1

質疑統括

質問の焦点を確認

STEP 2

作成者へ振る

該当スライド担当が回答

STEP 3

統合する

必要なら班の結論へ戻す

公式質問者は、相手の主張・根拠・条件を明確にする1問を準備します。



FORM フォーム
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フォームE：第7回講座後①

E07-I01～I02 班内担当を選び、自分が作成するスライドの題名又は内

容を書いてください。

E07-I03～I05 声・間・視線で変える行動、担当交代のつなぎ文、予想質問

と回答を書いてください。

回答後、班代表者は役割分担をフォームFへ登録します。



FORM フォーム
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フォームF：役割分担登録

F07-G01 班内役割を、氏名と担当が分かるように登

録してください。

F07-G02～G03 公式質問者と質疑統括者を選んでください。

班代表者が1回だけ回答します。
ここから個人PPTX制作へ進みます。



STUDIO 自由制作
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⾃由制作4 ストーリーの確認と⾳読
次の全体講座は14:10

進めること

① スライド順と担当を確定する

② 個人PPTXを作りはじめる

③ 60秒の冒頭説明を話してみる

④ 担当交代の文を作る

14:10には全員が席へ戻ります。


